
（103） メタ・テクノ回ジー

メ
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
　
－
技
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ー

　
　
　
一
　
「
技
術
カ
」
の
中
身

　
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
「
メ
タ
ニ
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
概

念
を
導
入
し
、
企
業
の
「
技
術
カ
」
評
価
に
関
す
る
新
し
い
枠
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

み
を
呈
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
　
　
　
　
．

　
企
業
の
研
究
開
発
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
み
て
い
る
と
、

「
技
術
に
強
い
会
社
」
と
か
「
研
究
開
発
主
導
型
の
会
社
」
と
い

っ
た
表
現
に
し
ぱ
し
ぱ
出
会
う
。
営
業
パ
ワ
ー
や
広
告
・
宣
伝
、

あ
る
い
は
生
産
コ
ス
ト
面
の
優
位
性
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、

独
創
的
な
技
術
に
襲
打
ち
さ
れ
た
薪
製
品
を
次
々
と
展
開
し
、
い

わ
ぱ
「
技
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
を
武
器
と
し
て
成
長
を
は
か
る

企
業
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
企
業
で
い
う
と
東
レ
、
協
和
醸
酵
、

シ
ャ
ー
プ
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
、
京
都
セ
ラ
ミ
ヅ
ク
な
ど
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
　
原
　
　
清
　
　
則

例
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
時
期
ま
で
の
ソ
ニ
ー
も
、
そ
の
典
型
だ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
企
業
の
「
技
術
的
強
み
」
の
実
体
は
、
い
っ
た
い
何

で
あ
ろ
う
か
。
東
レ
の
場
合
、
そ
れ
は
合
繊
技
術
で
あ
ろ
う
か
。

協
和
醗
酵
は
、
化
学
品
の
発
酵
技
術
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
技
術
的
に
卓
越
し
て
い
る
」
と
い

わ
れ
る
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
中
身
は
、
そ
う
し
た
個
別
的
な
技

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

術
を
含
み
、
か
つ
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
日
米
企
業
の
技
術
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
も

議
論
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
比
較
し
て
、
仮
に
日
本
の
企

業
に
技
術
面
で
何
ら
か
の
優
位
性
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
、

わ
が
国
企
業
が
一
般
に
複
数
の
要
素
技
術
を
も
ち
、
か
つ
そ
れ
ら

を
融
含
す
る
「
術
」
に
長
け
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
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一橘論叢 第八十七巻 第三号　（104）

　
実
際
、
こ
こ
数
年
間
、
私
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

戦
略
や
経
営
資
源
、
組
織
構
造
、
管
理
者
行
動
を
調
査
し
て
き
て
、

一
つ
の
重
大
な
相
違
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
企

業
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぱ
個
別
的
な
科
学
知
識
や
一
つ
一
つ
の

要
素
技
術
の
追
求
に
優
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
企
業
は
、

む
し
ろ
複
数
の
技
術
の
「
組
合
せ
」
に
特
長
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
一
般
に
、
日
米
企
業
の
技
術
比
較
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
に

の
べ
る
三
種
の
議
論
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
一
）
　
研
究
開
発
の
進
め
方
は
、
ア
メ
リ
カ
が
個
人
主
義
的
な

　
　
　
の
に
対
し
て
、
日
本
は
よ
り
築
団
主
義
的
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
ア
メ
リ
カ
は
基
礎
技
術
に
強
く
、
日
本
は
応
用
技
術
に

　
　
　
強
い
。

　
（
三
）
　
ア
メ
リ
カ
は
科
挙
知
識
を
徹
底
し
て
掘
り
下
げ
て
ゆ
く

　
　
　
突
破
型
の
技
術
革
新
に
強
く
、
日
本
は
む
し
ろ
、
複
数
の

　
　
　
技
術
の
組
合
せ
に
強
い
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
議
論
は
、
一
見
す
る
と
、
必
ず
し
も
相
亙
に
排

他
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
つ
の
議
論

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
前
提
を
暗
黙
の
う
ち
に
合
ん
で
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
議
論
の
示
唆
す
る
も
の
は
微
妙
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ぱ
、
日
米
両
国
の
「
技
術
カ
」
の
中

身
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
（
一
）
と
（
二
）
の
議
論
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

役
に
立
た
ず
、
か
つ
ま
た
、
一
般
に
企
業
の
「
技
術
的
強
み
」
の

実
体
を
知
る
う
え
で
も
、
（
一
）
と
（
二
）
は
示
唆
に
乏
し
い
議

論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
と
を
対
比
す
る
（
一
）
の
命
趣

は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
能
カ
差
の
存
在
を
仮

定
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
、
個
人

と
し
て
の
創
造
性
に
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
は
、
集
団
で
ま
と
ま
っ
て
間
題
解
決
に
当
た
る
と
い
う
よ
う

な
、
組
織
的
な
活
動
に
な
じ
み
易
い
、
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
先
端
技
術
に
強
く
、
日
本
は
量

産
技
術
に
強
い
と
、
し
ぱ
し
ぱ
結
諭
づ
け
ら
れ
る
。
先
端
技
術
は

個
人
の
創
意
を
求
め
、
量
産
技
術
は
集
団
の
組
織
カ
を
要
求
す
る

か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
は
二
つ
の
難
点
が
あ
る
。

第
一
に
、
日
本
人
が
創
造
性
に
乏
し
い
と
い
う
仮
定
は
、
十
分
に

褒
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
。
た
と
え
ぱ
日
本
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
数
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な

い
。
自
然
科
学
系
諸
部
門
の
受
賞
者
数
は
、
一
九
〇
一
年
か
ら
七
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（105）　メタ・テクノロジ■

六
年
ま
で
で
ア
メ
リ
カ
が
六
〇
名
、
イ
ギ
リ
ス
が
六
九
名
、
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

ツ
が
三
九
名
な
の
に
対
し
、
日
本
は
二
名
で
あ
る
。
だ
が
、
同
時

に
ま
た
、
バ
イ
オ
ニ
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
核
融
合
と
い
っ
た
先
端
技

術
分
野
で
、
海
外
に
お
い
て
多
く
の
日
本
人
研
究
者
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ω
個
人
の
創
造

性
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
対
立
す
る
含
意
を
も
っ
た
断
片
的

な
証
拠
し
か
存
在
し
て
い
な
い
、
ω
創
造
性
は
、
個
人
の
能
カ
の

問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
を
と
り
ま
く
環
境
条
件
の
関
数
で

あ
る
、
の
二
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
個
人
主
義
と
集
団
主
義
と
を
対
比
し
、
ア
メ
リ
カ
は

先
端
技
術
に
強
く
、
日
本
は
量
産
技
術
に
強
い
と
い
っ
て
み
て
も
、

日
本
の
企
業
や
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
申
身
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
何
も
菱
言
し
て
い
な
い
に
等
し
い
。
こ
の

種
の
議
論
は
、
技
術
レ
ベ
ル
の
相
対
比
較
に
は
部
分
的
に
役
立
つ

と
し
て
も
、
企
業
の
保
有
す
る
技
術
の
質
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

常
識
を
越
え
る
分
析
的
な
洞
察
を
ほ
と
ん
ど
提
供
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　
問
題
は
、
量
産
技
術
に
せ
よ
先
端
技
術
に
せ
よ
、
「
技
術
的
に

強
い
」
と
い
う
こ
と
の
実
体
は
何
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
「
技
術
カ
」
評
価
の
た
め
の
新
し
い

概
念
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
本
研
究
は
東
レ
、
日
本
電
気
、
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン

　
　
ツ
、
デ
ュ
ポ
ン
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
・
ミ
ラ
ク
ロ
ン
に
関
す
る
筆
者
の

　
　
事
例
研
究
に
塞
づ
い
て
い
る
。
事
例
の
一
部
は
本
稿
で
も
断
片
的
に

　
　
ふ
れ
ら
れ
て
パ
る
。
近
い
将
来
に
、
よ
り
詳
細
な
報
告
書
が
刊
行
さ

　
　
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
査
に
協
カ
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者

　
　
の
方
々
に
、
こ
こ
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
（
文
中
、
敬
称
略
）
。

　
（
2
）
　
そ
の
成
果
は
次
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
加
護
野
忠
男
・
野
中
郁
次
郊
・
梯
原
満
則
・
奥
村
昭
博
「
日
米
企

　
　
業
の
戦
略
と
組
繊
」
『
組
織
科
学
』
、
第
一
五
巻
第
二
号
、
一
九
八
一

　
　
年
、
一
一
－
三
四
頁
。

　
　
　
肉
p
o
司
o
目
〇
一
H
二
H
．
尾
o
■
胆
庁
P
＞
．
O
庁
目
昌
自
H
P
■
1
ω
顯
片
嘗
匡
σ
嘗
H
阜

　
　
く
－
肉
o
冒
等
ω
ξ
纈
目
ρ
＞
一
ω
凹
庁
胆
㎝
巨
↓
嘗
一
、
O
H
o
q
寧
邑
o
く
蜆
一
峯
o
o
－
甲

　
　
昌
尉
ま
o
峯
四
自
嘗
σ
o
o
昌
o
目
計
ω
｝
蜆
沖
o
自
易
…
＞
O
O
目
｝
勺
固
H
目
富
く
o
ω
庁
目
O
｝
O
肺

　
　
＞
o
嘗
官
才
o
弔
津
痔
昌
蜆
o
｝
d
．
ω
’
嘗
目
ρ
－
目
o
目
罵
器
曽
『
昌
m
一
＝
』
註
－

　
　
ミ
ミ
吻
呉
吻
き
s
“
県
b
§
札
§
畠
』
軋
§
ぎ
札
包
§
｝
§
ぎ
H
（
o
σ
o
ζ
目
－
－

　
　
く
o
易
岸
さ
岩
o
o
－
－

　
（
3
）
　
森
谷
正
規
『
技
術
強
国
・
日
本
の
戦
略
』
P
H
P
研
究
所
、
一

　
　
九
八
一
年
、
一
六
四
員
。

一
一
基
礎
技
術
と
応
用
技
術

こ
こ
で
は
次
に
　
（
二
）

の
議
論
を
検
討
し
よ
う
。
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一橋諭叢 第八十七巻 第三号　（106）

　
前
項
で
の
べ
た
（
二
）
の
命
題
は
、
基
礎
技
術
と
応
用
技
術
と

を
対
比
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
基
礎
技
術
に
強
く
、

日
本
は
応
用
技
術
に
強
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
原
理
的
に
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
基
礎
技
術
が
追
求
さ
れ
、
そ
の
面
の
成
果
も
多
い
が
、
そ
れ

に
対
し
て
、
日
本
の
技
術
は
主
と
し
て
応
用
技
術
で
あ
り
、
改
良

技
術
で
あ
り
、
製
品
化
あ
る
い
は
実
用
化
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ニ
ァ

リ
ン
グ
技
術
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
内
橋
克
人
は
『
幻
想
の
「
技
術
一
流
国
」
日
本
』

と
題
す
る
挑
戦
的
な
論
文
の
な
か
で
、
日
本
の
技
術
は
、
「
基
礎

研
究
不
在
」
の
「
商
品
密
着
型
」
の
技
術
で
あ
る
と
論
断
し
て
い

↑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
は
こ
う
の
べ
て
い
る
。

　
「
わ
が
国
技
術
は
実
用
化
一
本
ヤ
リ
で
、
技
術
そ
の
も
の
の
創

造
に
つ
な
が
る
よ
う
な
基
礎
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
こ
と
が

（
特
徴
で
）
あ
る
。
結
果
に
お
い
て
改
良
技
術
、
応
用
技
術
だ
け

を
競
い
合
う
研
究
・
技
術
開
発
体
制
が
国
じ
ゅ
う
を
お
お
う
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

　
こ
う
し
た
葬
言
の
背
後
に
は
、
い
わ
ぱ
無
意
識
の
う
ち
に
、
次

の
よ
う
な
互
い
に
関
連
す
る
二
つ
の
前
提
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
と
は
、
前

者
が
後
者
に
時
間
的
に
先
行
す
る
と
い
う
一
定
の
前
後
関
係
に
あ

る
。
ω
基
礎
研
究
は
応
用
研
究
よ
り
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
応

用
研
究
の
土
台
と
し
て
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
な
か
で
最
も
重

視
さ
れ
る
べ
き
段
階
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
前
提
は
基
本
的
に
誤
り
で
あ
る

こ
と
を
何
人
か
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
G
E

（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
の
研
究
者
で
あ
っ
た
川
合
幹

　
　
　
　
　
　
＾
3
）

雄
が
そ
の
例
で
あ
る
。
企
業
に
お
け
る
研
究
開
発
に
は
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
知
識
を
求
め
る
研
究
と
、
直
接
に

製
品
の
開
発
に
関
係
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
研
究
開
発
と
が
あ

り
、
こ
の
両
者
は
開
発
方
法
も
研
究
の
手
法
も
ま
っ
た
く
異
な
る

と
川
合
は
い
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
開
発
は
「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
抽
象
的
な
概
念
を
具
体
化
す
る
過
程
な
の
で

あ
る
。
使
用
さ
れ
る
手
法
も
経
験
の
稜
み
重
ね
と
い
っ
た
方
式
で
、

科
学
的
研
究
で
し
ぱ
し
ぱ
必
要
な
急
進
的
な
直
観
に
違
づ
く
突
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

を
撞
う
手
法
と
は
全
く
異
な
る
。
」

　
彼
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
開
発
は
、
物
を
つ
く

る
の
に
固
有
の
技
術
開
発
で
あ
っ
て
、
基
礎
的
な
研
究
の
成
果
か

ら
自
動
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
通
常
、
「
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
研
究
開
発

は
生
産
設
備
建
設
の
一
部
と
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
に
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は
、
…
…
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
開
発
に
か
け
ら
れ
る
費
用
と

時
間
の
方
が
基
礎
研
究
の
そ
れ
ら
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
か
つ

　
　
　
　
＾
5
）

長
い
の
で
あ
る
。
L

　
川
合
の
指
摘
は
、
彼
の
い
う
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
開

発
」
に
は
、
そ
れ
に
固
有
の
難
し
さ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
と
が
存
在
す
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
基
礎
研
究
と
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
研
究

開
発
と
は
、
次
元
の
ち
が
う
異
質
な
研
究
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
研
究
開
発
が
、
単
純
に
各
ス
テ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
稜
み
上
げ
て
ゆ
く
と
い
っ
た
、
直

　　図1研究開発のリニア・モデル

発見　　応用研究　　闘発　　　設計　　商品化

⑧

商品化設計開発二一ヌ：．技術探索

線
的
な
過
程
か
ど
う
か
も
、
検
討
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
。
力
ー
ル
ソ
ン

他
は
、
企
業
に
お
け
る
研
究
開
発
プ

ロ
セ
ス
を
記
述
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

次
の
二
つ
を
区
別
し
て
い
る
。
一
つ

は
、
「
リ
ニ
ア
・
モ
デ
ル
」
な
い
し

は
「
直
線
モ
デ
ル
」
（
図
1
）
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
、
「
学
習
モ
デ
ル
」

（
図
2
）
で
あ
る
。

　
リ
ニ
ア
・
モ
デ
ル
と
は
、
一
例
を

あ
げ
れ
ぱ
、
発
見
ま
た
は
基
礎
研
究

図2研究開発の学習モデル

　　　　具体的経験

思索・観察

／
行動的実験

＼

・塞行

・資源配分

・決定の実施

幽
■理諭の検証

・間題解決一

独■代案探索

・閥魑認識

跳
・理論形成

■間題定義

摘象的概念化

に
始
ま
っ
て
、
応
用
研
究
、
開
発
、
設
計
、
商
品
化
と
続
く
一
連

の
ス
テ
ヅ
プ
が
順
次
、
時
間
を
追
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
仮

定
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
力
ー
ル
ソ
ン
他
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
リ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ア
・
モ
デ
ル
は
、
生
起
し
た
現
象
を
結
果
と
し
て
記
述
す
る
の
に

は
役
立
つ
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
生
起
し
た
か
を

リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
に
の
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
よ
り
説
得
的
な
記
述
モ
デ
ル
は
、
「
学
習
モ

デ
ル
」
で
あ
る
。
挙
習
モ
デ
ル
は
、
四
段
階
の
反
復
的
サ
イ
ク
ル

367



一橋論叢 第八十七巻 第三号　（108）

か
ら
な
っ
て
い
る
（
図
2
）
。

　
　
直
接
的
、
具
体
的
な
経
験
が
ま
ず
あ
っ
て
（
1
）
、
そ
れ
が

　
　
刺
激
と
な
っ
て
思
索
や
観
察
を
喚
起
し
（
n
）
、
そ
こ
か
ら

　
　
理
論
が
つ
く
ら
れ
（
皿
）
、
理
論
か
ら
仮
説
や
含
意
が
出
て

　
　
き
て
（
w
）
、
そ
れ
が
新
し
い
経
験
に
導
く
。

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
「
行
動
的
－
思
惟
的
」
お
よ
ぴ
「
異
体
的
－

抽
象
的
」
と
い
う
二
つ
の
軸
を
も
ち
、
各
段
階
を
シ
フ
ト
さ
せ
る

以
下
の
四
つ
の
活
動
を
含
ん
で
い
る
。

　
①
発
散
（
皇
く
o
轟
彗
8
）
1
代
案
や
他
の
機
会
、
新
し
い
パ

　
　
　
タ
ー
ン
の
探
索
。
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な
ど
が
利
用

　
　
　
さ
れ
る
。

　
②
同
化
（
串
邑
邑
－
き
昌
）
1
理
論
構
築
、
閲
題
の
定
義
、

　
　
　
あ
る
い
は
仮
説
の
定
式
化
。

　
③
収
敏
（
o
旨
く
雪
α
q
昌
8
）
1
意
思
決
定
。
行
動
代
案
の
選

　
　
　
択
。
努
カ
の
焦
点
を
し
ぽ
り
、
仮
説
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
。

　
④
実
行
（
實
①
昌
ζ
昌
）
1
資
源
配
分
を
つ
う
じ
た
決
定
内

　
　
　
容
の
実
施
。
P
E
R
T
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
。

　
カ
ー
ル
ソ
ン
他
の
観
察
に
よ
れ
ぱ
、
企
業
に
お
け
る
研
究
開
発

プ
ロ
セ
ス
は
、
学
習
モ
デ
ル
が
仮
定
し
た
順
序
で
実
際
に
も
生
起

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
維
持
し
促
進
す
る
こ

と
が
、
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
も
、

彼
ら
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
挙
習
モ
デ
ル
は
、
研
究
開
発

プ
ロ
セ
ス
の
記
述
と
理
解
お
よ
ぴ
改
善
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　
研
究
開
発
が
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
反
復
的
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て

と
ら
え
ら
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
企
業
の
「
技
術
カ
」
は
、
優
秀
な
基

礎
技
術
や
優
秀
な
応
用
技
術
に
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
依
存
す
る
の

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
技
術
カ
」
は
基
礎
技
術
と

応
用
技
術
の
両
者
を
含
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
「
サ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

イ
ク
ル
」
の
描
き
方
そ
の
も
の
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
（
三
）
の
命
題
に
つ
な
が
る
論
点
で
あ
る
。

　
（
ユ
）
　
内
橘
克
人
「
幻
想
の
「
技
術
一
流
国
」
ニ
ヅ
ポ
ン
L
『
文
芸
審

　
　
秋
』
一
九
八
O
年
二
一
月
号
、
三
三
二
－
三
四
九
頁
。

　
（
2
）
　
内
橘
、
前
掲
論
文
、
三
三
八
－
三
三
九
頁
。

　
（
3
）
　
川
合
幹
雄
『
技
術
大
国
ア
メ
リ
カ
の
凋
藩
』
日
経
新
書
、
一
九

　
　
八
一
年
。

　
（
4
）
　
川
含
、
前
掲
書
、
四
二
頁
。

　
（
5
）
　
川
合
、
前
掲
毯
、
四
五
頁
。

　
（
6
）
O
胃
一
馨
自
一
団
二
勺
．
肉
o
陣
昌
彗
q
－
1
里
峯
彗
ま
一
＝
射
俸

　
　
U
O
『
o
q
彗
三
N
凹
庄
9
島
＞
ω
■
o
蛯
H
目
ぎ
o
盲
ω
｝
血
富
昌
9
、
、
い
ぎ
s
S
ミ
s
ミ
余
唖
－

　
§
§
“
昂
§
ざ
§
o
o
窄
5
o
p
岩
N
g
o
勺
．
H
I
ご
．
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三
　
技
術
の
複
合

　
第
三
の
議
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
「
ア
メ
リ
カ
は
科
学
知
識
を
徹
底
し
て
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
突

　
　
破
型
の
技
術
革
新
に
強
く
、
日
本
は
む
し
ろ
、
複
数
の
技
術

　
　
の
組
合
せ
に
強
い
。
」

　
こ
の
議
論
が
妥
当
す
る
典
型
例
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
半
導
体

産
業
だ
ろ
う
。
米
国
半
導
体
企
業
の
主
た
る
強
み
は
、
イ
ン
テ
ル

社
の
一
チ
ヅ
プ
・
マ
イ
コ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
創
的
・
先

鋭
的
な
製
品
企
画
カ
に
あ
り
、
こ
の
点
で
は
依
然
わ
が
国
企
業
に

先
行
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
反
面
、
設
計
技
術
や
光
学
、
組

立
技
術
、
シ
ス
テ
ム
技
術
な
ど
半
導
体
の
総
含
技
術
で
は
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

も
十
分
に
太
刀
打
ち
で
き
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
の
大
半
は
、
ア
メ
リ
カ
の
半
導
体
企
業
の
多
く
が
半
導

体
尊
業
メ
ー
カ
ー
な
の
に
対
し
て
、
日
本
企
業
は
日
本
電
気
に
せ

よ
、
日
立
、
東
芝
に
せ
よ
、
例
外
な
く
シ
ス
テ
ム
・
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
や
通
信
機
、
民
生
用
電
子
機
器
を
自
分
で

つ
く
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
業
態
の
差
に

加
え
て
、
日
米
企
業
間
に
も
と
も
と
存
在
す
る
研
究
開
発
へ
の
指

向
性
の
差
も
無
視
で
き
な
い
。
前
出
の
川
合
に
よ
れ
ぱ
、
ア
メ
リ

力
の
研
究
開
発
は
、
文
字
通
り
技
術
革
新
と
か
突
破
と
か
に
童
点

を
お
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
日
本
の
研
究
開
発
は
そ
れ
と

は
異
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
元
来
「
日
本
に
お
け

る
披
術
開
発
は
模
倣
か
ら
出
発
し
た
が
、
国
産
化
の
過
程
で
一
つ

の
独
自
の
型
を
つ
く
り
出
し
た
。
そ
れ
は
基
礎
と
な
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
i
に
自
分
た
ち
の
発
想
を
加
え
、
さ
ら
に
多
く
の
情
報
を
組
み

込
ん
で
一
つ
の
製
品
な
り
、
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
方
式
で
あ
る
。

そ
れ
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
合
成
と
呼
ぷ
こ
と
も
で
き
る
。
ア
メ
リ

カ
の
革
新
と
突
破
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
全
く
異
な
っ
た
開
発
で
あ

＾
2
）

る
。
」

　
こ
う
し
た
］
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
合
成
L
あ
る
い
は
「
技
術
の
複

合
」
の
考
え
方
は
、
前
述
の
よ
う
に
日
米
間
の
国
際
技
術
比
較
に

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

役
立
つ
ば
か
り
か
、
一
般
に
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
実
体
を
理
解

し
評
価
す
る
う
え
で
も
有
用
だ
と
私
は
考
え
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
日
本
電
気
の
今
日
の
優
れ
た
「
技
術
カ
」
は
、
伝

統
的
な
通
信
技
術
を
中
核
と
し
て
、
さ
ら
に
ω
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

電
子
デ
バ
イ
ス
（
中
心
は
半
導
体
）
、
制
御
機
器
な
ど
の
固
有
技

術
、
ω
量
産
工
程
で
の
組
立
お
よ
ぴ
テ
ス
ト
技
術
や
徹
底
し
た
品

質
管
理
技
術
な
ど
の
独
自
の
生
産
技
術
、
の
二
つ
を
併
せ
も
ち
、

し
か
も
そ
れ
ら
を
高
度
に
統
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
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け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
技
術
を
と
も
に
追
求
し
、
な
お
ま
た
、

半
導
体
技
術
を
媒
介
に
し
て
両
者
を
結
合
で
き
た
こ
と
が
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

電
気
に
と
っ
て
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
技
術
カ
」
を
基
礎
づ
け
た
の
は
、
日
本
電
気
の
有

名
な
経
営
理
念
で
あ
る
”
C
＆
C
。
、
つ
ま
り
「
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
の
融
合
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ

の
理
念
が
い
か
に
先
見
的
か
は
、
次
の
よ
う
な
杜
内
の
自
負
の
声

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

か
ら
も
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
I
B
M
は
、
い
ま
ま

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
け
や
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
こ
ん
ど
通
信
の

方
に
乗
り
出
し
ま
し
た
し
、
逆
に
、
A
T
T
（
ア
メ
リ
カ
電
話
電

信
株
式
会
杜
）
は
通
信
会
社
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ま
で
は
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
私
ど
も
の
会
社
は
規
模
こ
そ

I
B
M
や
A
T
T
よ
り
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
両
方
の
技
術
を
並
行

し
て
や
っ
て
き
た
か
ら
「
C
＆
C
時
代
」
に
先
べ
ん
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
L

　
日
本
電
気
の
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
技
術
カ
は
、
そ
の
伝
統
的

な
通
信
技
術
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
世
界
最
先

端
を
走
る
電
子
交
換
機
が
そ
う
で
あ
る
。
「
交
換
機
と
い
う
の
は

一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
組
合
せ
な
ん
で
す
。

デ
バ
イ
ス
、
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
、
伝
送
関
係
－
…
・
す
べ
て
を
わ
か
っ

て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ど
の
分
野
で
ど
う
い
う
技
術
が
開
発

さ
れ
て
い
る
か
、
い
つ
も
気
を
配
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で

＾
5
）

す
L
と
、
通
信
事
業
の
一
技
術
者
は
い
っ
て
い
る
。

　
企
業
内
の
技
術
・
研
究
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
い
く
と
、
異

質
な
要
素
技
術
の
「
出
会
い
」
と
「
ド
ヅ
キ
ン
グ
」
が
、
企
業
の

「
技
術
カ
」
や
技
術
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
と
っ
て
決
定
的
に

重
要
で
あ
る
例
を
、
し
ぱ
し
ば
目
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
東
レ
の

ス
エ
ー
ド
調
人
工
皮
革
「
エ
ク
セ
ー
ヌ
」
と
炭
素
繊
維
「
ト
レ

　
　
　
　
　
　
＾
6
）

力
」
が
そ
う
で
あ
る
。
エ
ク
セ
ー
ヌ
は
、
○
．
〇
一
1
0
．
〇
九

　
　
　
＾
7
）

デ
ニ
ー
ル
と
い
う
世
界
で
も
初
め
て
の
超
極
細
繊
維
の
開
発
と
、

そ
れ
ま
で
に
蓄
穂
さ
れ
て
き
た
不
織
布
技
術
の
複
合
の
成
果
で
あ

る
。
ト
レ
カ
に
お
い
て
は
、
有
機
合
成
、
ポ
リ
マ
設
計
、
製
糸
技

術
、
お
よ
ぴ
焼
成
技
術
の
複
合
が
技
術
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
レ
の
「
技
術
カ
」

の
最
大
の
特
色
は
、
異
質
な
固
有
技
術
を
複
数
併
せ
も
ち
、
か
つ

そ
れ
ら
を
製
品
に
具
体
化
す
る
生
産
技
術
な
い
し
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ

ン
グ
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
技
術
の
成
長
と
か

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
、
一
般
に
も
、
こ
う
し
た
条
件
が
あ
っ
て
初
め

て
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
次
の
よ
う
な
書
物
を
参
照
せ
よ
。

　
　
志
村
幸
雄
、
『
I
C
産
業
大
戦
争
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
九
年
。

　
　
志
村
幸
雄
『
I
C
産
業
最
前
線
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
八
○

　
年
。

　
　
瀬
見
洋
『
目
米
半
導
体
戦
争
』
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
。

　
　
森
谷
正
規
『
日
米
欧
技
術
開
発
戦
争
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九

　
八
一
年
。

（
2
）
　
川
合
、
前
掲
書
、
一
七
三
頁
。

（
3
）
　
目
本
電
気
に
関
し
て
は
多
く
の
資
料
、
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
が
、

　
次
の
社
史
が
最
も
参
考
に
な
る
。

　
　
日
本
電
気
株
式
会
社
『
日
本
電
気
最
近
十
年
史
』
、
一
九
八
○
年
。

（
4
）
　
大
内
淳
義
・
日
本
電
気
副
社
長
の
発
言
で
あ
る
。
『
N
E
C
サ

　
ロ
ン
』
（
社
内
資
料
）
よ
り
引
用
。

（
5
）
　
猪
狩
誠
也
『
燃
え
る
戦
略
集
団
I
C
＆
C
時
代
を
切
り
拓
く

　
目
本
電
気
－
』
リ
ク
ル
ー
ト
新
書
、
　
一
九
七
九
年
、
一
七
〇
頁
。

（
6
）
　
東
レ
に
つ
い
て
は
、
社
史
『
東
レ
5
0
年
史
』
、
ア
ニ
ュ
ァ
ル
・

　
レ
ポ
ー
ト
、
野
村
総
合
研
究
所
資
料
、
内
橋
克
人
『
匠
の
時
代
』
サ

　
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
七
八
年
、
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
7
）
　
長
さ
九
千
メ
ー
・
『
ル
で
重
さ
一
グ
ラ
ム
の
糸
が
ニ
ア
ニ
ー
ル
で

　
あ
る
（
内
橋
、
前
掲
書
、
一
九
七
員
）
。

四
　
メ
タ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

こ
の
節
で
は
、
「
メ
タ
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
よ
ぱ
れ
る
独
自

の
概
念
を
提
案
し
、
企
業
の
「
技
術
力
」
を
分
析
す
る
た
め
の
新

し
い
枠
組
み
を
構
想
し
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
に
「
メ
タ
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
あ
る
い
は
「
メ
タ
技
術
」

と
は
、
技
術
の
組
合
せ
に
か
か
わ
る
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
テ
ク
ニ

ツ
ク
、
お
よ
ぴ
構
想
カ
の
総
称
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
複
数
の
要
素

技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
連

結
し
亙
い
に
関
連
づ
け
て
、
全
体
と
し
て
の
シ
ナ
ジ
ー
を
追
求
す

る
場
合
に
カ
ギ
と
な
る
「
技
術
」
の
こ
と
で
あ
る
。
複
数
の
要
素

技
術
の
組
合
せ
な
い
し
融
合
は
、
そ
れ
自
体
「
技
術
」
で
あ
る
と

い
う
主
張
と
、
こ
の
「
組
合
せ
技
術
」
は
要
素
技
術
と
は
レ
ベ
ル

の
異
な
る
「
技
術
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
が
、
メ
タ
ニ
ア
ク
ノ

ロ
ジ
i
と
い
う
言
葉
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
メ
タ
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
単
一
の

組
織
あ
る
い
は
企
業
内
に
、
ま
ず
異
質
な
複
数
の
要
素
技
術
が
存

在
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
異
質
な
要
素
技
術
は
、
次

に
、
個
々
の
企
業
に
特
殊
な
方
法
で
組
み
合
せ
ら
れ
、
融
合
さ
れ

る
。
各
企
業
に
特
殊
的
な
こ
の
「
組
合
せ
」
と
「
融
合
」
の
技
術

を
、
こ
こ
で
は
「
メ
タ
ニ
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
あ
る
い
は
「
メ
タ
技

術
」
と
よ
ぷ
の
で
あ
る
。
要
素
技
術
と
メ
タ
技
術
と
の
関
係
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

図
3
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
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　　図3要素技術とメタ・テクノロジーとの関係

第1段階　　．複数の要素技術．

複数の要素技術の組含せ・融合の技術i~t,~~:, 2 ~;(;}~~:1~~ 

メタ・テクノロジー

　
さ
て
、
要
素
技
術
に
は
文
字
ど
お
り
多
様
な
「
要
素
」
が
含
ま

れ
る
が
、
そ
れ
を
整
理
す
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
「
固
有
技
術
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

も
う
一
つ
は
「
生
産
技
術
」
で
あ
る
。
固
有
技
術
と
は
、
特
定
の

製
品
あ
る
い
は
商
品
に
含
ま
れ
る
技
術
の
原
理
お
よ
び
シ
ー
ズ
で

あ
り
、
生
産
技
術
と
は
、
具
体
的
に
物
を
つ
く
っ
て
い
く
際
に
必

要
に
な
る
、
生
産
の
た
め
の
技
術
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
い
ず

れ
も
科
学
知
識
の
体
系
に
は
違
い
な
い
が
、
一
方
が
原
理
で
他
方

が
そ
の
具
体
化
で
あ
る
、
と
い
う
関
係
に
は
な
い
。
固
有
技
術
と

生
産
技
術
は
互
い
に
独
立
で
あ
っ
て
、
相
互
に
直
交
す
る
軸
を
な

す
と
仮
定
さ
れ
る
。
技
術
の
シ
ー
ズ
を
追
求
し
て
い
く
固
有
技
術

の
展
開
と
、
製
品
を
具
体
的
に
ま
と
め
あ
げ
る
生
産
技
術
と
で
は
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
内
容
も
、
蓄
積
の
仕
方
も
、
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら

で
あ
る
。
前
者
を
基
礎
技
術
、
後
者
を
応
用
技
術
と
よ
ば
な
い
壇

由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
つ
、
つ
ま
り
固
有
技
術
と
生
産
技
術
の

結
合
の
さ
せ
方
、
組
み
合
せ
方
を
決
め
、
企
業
の
「
技
術
カ
」
と

し
て
そ
れ
ら
を
展
開
さ
せ
る
の
が
メ
タ
ニ
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
の
で

あ
る
。
以
上
の
要
素
技
術
、
固
有
技
術
、
生
産
技
術
、
メ
タ
技
術

と
い
う
四
つ
の
概
念
の
間
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ビ

た
と
え
ぱ
日
本
電
気
の
場
含
、
有
線
通
信
、
無
線
通
信
、
コ
ン

ユ
ー
タ
、
制
御
機
器
、
半
導
体
、
家
庭
電
器
と
い
っ
た
製
品
別
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図4　メタ・テクノ目ジーと技術マップ

ll・∵

エ
ア
コ
ン

又
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に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
固
有
技
術
が
存
在
し
、
か

つ
ま
た
、
そ
う
し
た
製
品
群
を
量
産
す
る
た
め
の

組
立
技
術
、
テ
ス
ト
技
術
、
品
質
管
理
技
術
、
信

頼
性
技
術
な
ど
を
、
別
個
の
技
術
体
系
と
し
て
蓄

稜
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
を
結
合
さ
せ

た
形
で
、
日
本
電
気
の
「
技
術
力
」
が
発
揮
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
メ
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
？
）

図
4
が
参
考
に
な
る
。
図
の
タ
テ
軸
は
固
有
技
術

を
表
わ
し
、
ヨ
コ
軸
は
生
産
技
術
を
表
わ
す
。
固

有
披
術
と
生
産
技
術
は
論
理
的
に
は
互
い
に
独
立

で
あ
り
、
相
互
に
直
交
す
る
軸
を
な
し
て
い
る
。

そ
の
二
本
の
軸
で
構
成
さ
れ
る
平
面
上
に
、
企
業

の
技
術
特
性
が
描
か
れ
る
。
そ
の
技
術
バ
タ
ー
ン

を
決
め
る
の
が
メ
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
・

図
の
な
か
で
は
白
ヌ
キ
の
部
分
で
示
し
て
あ
る
。

　
メ
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
次
の
三
点
を
規
定

し
、
そ
れ
を
通
じ
て
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
外
形

（
O
昌
φ
O
q
自
量
弐
昌
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
①
範
囲
－
…
・
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
領
域
あ
る

373



一橋諭叢 第八十七巻 第三号　（114）

い
は
広
が
り
。
こ
れ
は
直
観
的
に
は
白
ヌ
キ
の
部
分
、
す
な
わ
ち

「
シ
マ
」
（
邑
彗
O
）
の
大
き
さ
で
示
さ
れ
る
。
範
囲
に
関
連
す
る

の
は
、
ω
保
有
す
る
固
有
技
術
の
数
、
㈲
保
有
す
る
生
産
技
術
の

数
、
お
よ
ぴ
㈹
両
者
の
交
点
の
数
、
の
三
つ
で
あ
る
。

　
②
緊
密
度
－
・
－
企
業
の
「
技
術
カ
」
の
ま
と
ま
り
と
統
一
性
の

程
度
。
こ
れ
は
図
の
な
か
で
は
「
シ
マ
」
の
多
さ
と
、
そ
の
つ
な

が
り
方
に
示
さ
れ
る
。
「
飛
び
地
」
が
多
い
ほ
ど
緊
密
度
は
低
く
、

「
飛
ぴ
地
」
が
少
な
い
ほ
ど
緊
密
度
は
高
い
。

　
③
コ
ア
技
術
－
－
企
業
の
独
自
能
カ
を
構
成
す
る
中
核
的
技
術
。

図
の
な
か
で
は
、
タ
テ
軸
の
固
有
技
術
と
ヨ
コ
軸
の
生
産
技
術
と

の
交
点
の
黒
丸
の
大
き
さ
で
示
し
て
あ
る
。
大
き
な
黒
丸
が
、
コ

ア
技
術
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
右
側
の
大
き
な
「
シ
マ
」
は
、
I

C
に
関
連
し
た
固
有
技
術
を
コ
ァ
と
す
る
部
分
で
あ
る
。
左
側
の

や
や
小
さ
な
「
シ
マ
」
は
、
生
産
技
術
の
一
つ
で
あ
る
品
質
管
理

技
術
を
コ
ァ
に
し
て
形
成
さ
れ
た
技
術
領
域
で
あ
る
。
カ
バ
ー
し

て
い
る
技
術
の
範
囲
が
広
い
と
か
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
技
術
を
も

っ
て
い
る
と
か
い
う
だ
け
で
は
、
企
業
の
「
技
術
カ
」
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

不
十
分
で
あ
る
。
技
術
に
は
背
骨
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
枝
葉
を

　
　
　
、
　
　
、

支
え
る
根
幹
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
メ
タ
技
術
の
特
質
は
、
そ
れ
を
要
素
技
術
と
対
照
さ
せ

て
み
る
と
最
も
わ
か
り
や
す
い
。
固
有
技
術
と
生
産
技
術
と
で
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

成
さ
れ
る
要
素
技
術
の
実
体
は
、
因
果
関
係
の
知
識
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
論
理
の
一
貫
性
と
完
結
性
を
第
一
義
的
に
追
求
す
る
世
界

で
あ
る
。
論
理
の
完
結
性
の
ゆ
え
に
、
要
素
技
術
の
一
つ
一
つ
は

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
な
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
要
素
技
術

の
な
か
か
ら
ど
れ
か
一
つ
を
と
っ
て
き
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

技
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
生
ま
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。　

そ
れ
に
対
し
て
、
メ
タ
技
術
は
要
素
間
の
関
係
の
図
式
で
あ
る
。

複
数
の
要
素
技
術
を
連
結
し
そ
れ
ら
を
整
合
化
す
る
の
が
、
メ
タ

技
術
の
役
割
で
あ
る
。
要
素
技
術
の
相
互
関
係
は
、
一
方
が
他
方

を
生
み
だ
す
と
い
う
よ
う
な
、
は
っ
き
り
し
た
因
果
関
係
で
あ
っ

て
も
よ
い
し
、
あ
る
い
は
単
な
る
共
変
関
係
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
技
術
に
は
横
並
び
の
論
理
が
必
要
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
メ
タ
技
術
に
言
及
し
た
議
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
横
並

び
」
と
い
う
の
は
、
ω
複
数
の
要
素
技
術
の
間
の
適
合
性
、
②
複

数
の
要
素
技
術
で
構
成
さ
れ
る
全
体
と
し
て
の
技
術
プ
ロ
フ
ィ
i

ル
と
外
部
の
環
境
条
件
と
の
適
合
性
、
と
い
う
二
種
類
の
適
合
性

が
確
保
さ
れ
た
状
態
を
さ
し
て
い
る
。
適
合
性
こ
そ
メ
タ
技
術
の

カ
ギ
で
あ
る
。
メ
タ
技
術
は
本
来
的
に
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
で
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あ
り
、
不
適
合
を
バ
ネ
と
し
て
、
技
術
に
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
も
た

ら
す
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
表
1
が
得
ら
れ
る
。

　
こ
の
表
の
最
下
欄
に
あ
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
の
項
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
で
さ
ら
に
簡
単
な
補
足
が
必
要
で
あ
る
。
要
素
技
術
が

静
的
（
ω
試
ま
）
で
あ
り
、
メ
タ
技
術
が
動
的
（
身
昌
昌
5
で

あ
る
と
い
う
対
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
特
性
か
ら
み
て
基

本
的
に
妥
当
だ
け
れ
ど
も
、
よ
り
厳
密
に
は
、
次
の
類
型
論
が
考

え
ら
れ
る
。

　
〔
A
〕
要
素
技
術
の
み
保
有
、
メ
タ
技
術
の
欠
如

　
　
（
A
l
1
）
要
素
技
術
間
の
単
一
の
交
点
－
－
静
的

　
　
（
A
－
2
）
要
素
技
術
間
の
複
数
の
交
点
－
－
・
多
面
的
な
技

　
　
術
カ

　
〔
B
〕
要
素
技
術
プ
ラ
ス
メ
タ
技
術
－
：
シ
ナ
ジ
ー
と
ダ
イ
ナ

　
ミ
ク
ス

　
ま
ず
メ
タ
技
術
が
存
在
せ
ず
、
要
素
技
術
間
の
つ
な
が
り
が
個

個
バ
ラ
バ
ラ
な
場
合
（
A
）
に
つ
い
て
は
、
要
素
技
術
間
に
単
一

の
交
点
し
か
み
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
（
A
1
1
）
と
、
複
数
の
交
点

が
存
在
す
る
ケ
i
ス
（
A
－
2
）
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は

「
完
全
に
静
的
」
な
状
況
で
あ
り
、
企
葉
の
「
技
術
カ
」
は
当
該

技
術
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
範
囲
内
で
、
そ
れ
と
一
致
し
た
動

　　　　　　表1　要約
　　　　要素技術

　　因果関係の知識

　原因一結果の関係

　　　論理の一貫性

クローズド・システム

　　　　　　　静的

要素技術とメタ技術

聖
　内容

主な関係

キー・ワード

　システム

ダイナミクス

　メタ技術

関係の図式

複数要素の整合化

適合性

オープン・システム

動的

訂素　状昌テ術生カミナよがプ
■技な況5クは命Lクジう相ラ他
と術おで撃ノ技カがス1に互ス方
‘・の’あo口術を要ががなにさ’
1逐蓼∵l1轟隻麦三妻簑護

1差寄圭1皇1毒“芸蓑穫
ら術しいζ言3な柔蓋誓そ言窩多
このて　わQL毛独rダこをの技
彗みr　れ8とr自技イにも交術
之保要　るFか技の術ナシつ点が

し

て
も

つ
よ

う
に

な

る

イ　の　フ　き

フ　r　・　の
・技サ　み
サ術イ　を
イ　カ　ク　示
ク　L　ルす
ル　は　の　　o

に多異そ
リ　元　な　れ

ン的　る　に
ク　’複対
し多数　し
な面の　て
い的交　、
生に点後
命なが者
カ
を

そ

れ

り　存の
’在ケ

個す　1
々　る　ス
の　た　で

が技めは
全術　’　、
体の企　ラ
と　ラ　業イ

が
相
互
に
一
定
の
つ
な
が
り
を
も
つ

よ
う
に
な
る
と
（
B
）
、
そ
こ
に
シ

ナ
ジ
ー
が
生
ま
れ
、
技
術
の
ダ
イ
ナ

、
ミ
ク
ス
が
生
じ
る
。
企
業
の
「
技
術

カ
」
が
要
素
技
術
を
越
え
た
独
自
の

生
命
カ
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
「
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

術
は
技
術
と
し
て
自
走
す
る
」
と
か

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ド
リ
ブ
ン
（
冨
o
F

■
o
－
o
o
q
く
o
ユ
く
實
）
と
か
い
わ
れ
る

状
況
で
あ
る
。

　
な
お
、
特
殊
な
場
合
と
し
て
、
「
要

素
技
術
の
欠
如
、
メ
タ
技
術
の
み
保

有
」
と
い
う
状
況
を
、
さ
ら
に
考
え
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る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
固
有
技
術
も
生
産
技
術
も
ま
っ
た
く
も

っ
て
い
な
い
が
、
組
含
せ
の
技
術
だ
け
は
存
在
す
る
、
と
い
う
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
総
合
商
社
な
ど
は
、
そ
の
典
型
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
メ
ー
力
1
で
は
想
定
し
に
く

い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
特
殊
ケ
ー
ス
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　
（
1
）
　
作
図
に
際
し
て
は
、
次
の
醤
物
を
参
照
し
た
。

　
　
　
内
｛
易
o
戸
考
j
一
彗
ρ
胃
．
峯
o
饒
胃
戸
　
o
祭
s
ぎ
竃
ま
o
ミ
包
ざ
ミ
膏
s

　
　
ミ
ミ
“
　
吋
＆
ミ
き
㎞
§
ミ
淳
き
ミ
防
“
き
ミ
一
　
田
g
ユ
Φ
げ
ω
薫
｝
翁
o
け
嘗
H
巨
o
げ
雪

　
　
く
o
H
訂
o
司
一
考
宥
m
一
旨
o
昌
一
－
ξ
〇
一
ω
．
竃
1

　
（
2
）
　
次
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
小
林
宏
治
『
C
＆
C
は
日
本
の
知
恵
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九

　
八
O
年
、
一
四
四
－
一
四
八
貢
。

（
3
）
　
作
図
に
際
し
て
も
、
小
林
、
前
掲
書
を
参
考
に
し
た
。

（
4
）
旨
o
冒
電
昌
」
］
〕
二
〇
祭
§
“
§
ぎ
§
§
き
ぎ
ぎ
旨
。
9
姜
－

　
目
一
自
一
岩
o
峯
k
o
｝
ぎ
岩
ミ
．

（
5
）
　
伊
丹
敬
之
『
経
営
戦
賂
の
論
理
』
日
本
経
済
新
聞
杜
、
一
九
八

　
○
年
、
一
九
二
－
二
一
二
頁
。

（
6
）
　
関
本
忠
弘
・
圓
本
電
気
社
長
の
発
言
で
あ
る
。

　
　
関
本
忠
弘
・
伊
藤
呂
寿
「
対
談
・
リ
ス
ク
の
な
い
決
定
は
決
定
で

　
は
な
い
」
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
一
九
八
一
年
二
一
月
号
、
一
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
専
佳
講
師
）
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